別記第４号様式

平成記念公園指定管理者事業計画書

	団体の所在地
	　

	団体の名称
	　

	代表者氏名
	　

	指定期間
	　平成３０年４月１日から平成３７年３月３１日まで


	この事業計画書に関する連絡先

	担当所属名
	

	担当者
	役職名
	

	
	氏名
	

	電話番号
	

	ファクシミリ番号
	

	電子メールアドレス
	


申請団体名：

１　施設管理の基本方針について

	※　平成記念公園の指定管理者として、どのような管理運営を行うのか、管理運営の基本方針を踏まえ、その基本的な考え方（抱負、目標等）を記載してください。




申請団体名：

２　類似施設の管理実績について

	※　平成記念公園の類似施設（平成記念公園を含む）の管理実績がある場合には、その施設の名称、所在地、規模（㎡）及び管理期間並びに管理業務の内容を具体的に記載してください。
　　なお、共同体で申請する場合は、当該管理実績がどの構成員によるものかを明示して記載してください。


申請団体名：

３　利用者サービスの向上について
	※　審査基準中の審査項目「利用者サービスの向上」に示す審査の観点にかんがみ、平成記念公園の利用者サービスの向上策について記載してください。
なお、提案内容については収支計画に反映させてください。また、提案を行うにあたっての留意事項については、募集要項及び仕様書を参照してください。
（１）利用者サービスの向上に係る基本的な考え方について
　　　指定期間が７年であることを踏まえた事業の展開や公園への投資の考え方について明らかにし、公園の活性化に資する取組み等の提案について記載してください。
　　　また、計画する入園者数について記載してください。
（２）利用者の平等な利用に配慮した取組ついて
　　　基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。

（３）利用者の意見の反映や苦情への対応について

基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。
（４）営業日及び利用時間の設定について

基本的な考え方について記載してください。
（５）広報について
基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。

（６）園内イベントについて
基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。

（７）飲食提供・物品販売について
基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。
（８）体験学習について
基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。
（９）伝統芸能の提供及び展示について
基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。
（10）園内交通施設について
基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。

（11）自主事業について（公園施設を新たに設置する場合（「県有以外」に区分されている施設を利用する提案を含む。））

基本的な考え方及び具体的な方策について記載してください。



申請団体名：

４　施設の維持管理について

(１)　維持管理業務の実施に係る基本的な考え方

	※　平成記念公園の維持補修、設備保守点検、清掃その他の維持管理業務の実施に係る基本的な考え方及び方策について記載してください。
　　また、環境の保全についての基本的な考え方と、公園の自然環境をどのように考え、どのような点に留意して業務を実施していくのか具体的に記載してください。
（１）平成記念公園の維持管理業務の実施に係る基本的な考え方
（２）環境の保全に関する考え方


申請団体名：

 (２)　作業計画表

	※　平成記念公園に係る維持管理業務について、仕様書等に示す実施方法、実施回数等と異なる内容により実施を予定している業務がある場合には、その具体的な実施方法、実施頻度等を示してください。


申請団体名：

５　収支計画について

(１)　経費縮減の考え方及び具体的な方策

	※　平成記念公園の管理運営に係る経費縮減の考え方及び具体的な方策について記載してください。




(２)　収入増加の考え方及び具体的な方策

	※　平成記念公園に係る収入増加の考え方及び具体的な方策について記載してください。




	※　銭湯里山の湯の利用料金の設定案・減免の考え方について記載してください。なお、利用料金の設定額は、公園条例に定める額の範囲内としてください。




 (３)　利用料金の設定
	※　平成３０年度から平成３６年度までの各年度について作成してください。
※　消費税及び地方消費税を含めた金額を記載してください。なお、平成３０年度から平成３６年度までの各年度の収支額の積算に用いる消費税及び地方消費税の税率は８％としてください。
※　計上する内訳及び金額は、提案する事業等を反映したものとし、確実に実行しうる

内容としてください。
※　共同体により申請する場合、構成団体に係る人件費・物件費等は、構成団体間において委託等の契約関係がある場合でも、一つの申請団体として各々の科目に振り分けて計上してください。（「委託料」等に分類するのではなく、「人件費」等に分類して記載）
※　新たな投資を行う場合は、必要な科目（備品購入費、建設費等）を計上してください。



 (４)　収支計画

	＜平成○○年度＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
【指定管理業務】
区分

内容

金額（税込）

ハイウェイオアシスゾーン

収入
利用料金収入
銭湯「里山の湯」利用料

事業収入（※1）
飲食提供・物品販売収入

体験学習収入

○○収入

収　　　　入　　　　計（Ａ）

支出
光熱水費

清掃費

植栽管理費

警備費

保守点検費

修繕費

企画事業費（※2）

保険加入費

人件費（※3）

事務費（※4）

支　　　　出　 　　計（Ｂ）

収支差（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ）（※5）

村里・里山と野辺・水辺の森ゾーン・
駐車場
収入
事業収入（※1）
飲食提供・物品販売収入

体験学習収入

○○収入

指定管理料

収　　　　入　　　　計（Ｄ）

支出
ハイウィオアシスゾーンの
科目に準じて記載
支　　　　出　 　　計（Ｅ）

収支差（Ｆ）＝（Ｄ）－（Ｅ）

合計
収入　（Ｇ）＝（Ａ）＋（Ｄ）

支出　（Ｈ）＝（Ｂ）＋（Ｅ）

収支差（Ｉ）＝（Ｇ）－（Ｈ）

※1事業収入については、積算根拠となる資料（料金表及び販売見込数量又は利用者見込数が分かるもの）を提出してください。

※2企画事業費には、広報、飲食提供・物品販売、体験学習及びイベントに係る費用が含まれます。内容の欄に積算の内訳を記載してください。

※3人件費については、算定根拠となる１人当たりの賃金がわかる積算内訳書（様式任意）を

別途作成し、収支計画の次ページに添付してください。

※4事務費には、通信運搬費、消耗品費、手数料、会議費、租税公課及び旅費が含まれます。

※5ハイウェイオアシスゾーンは、「独立採算ゾーン」のため、指定管理料を充当することはできません。収支差（Ｃ）は、０以上となるよう作成してください。
【自主事業】
区分

内容

金額（税込）

ハイウェイオアシスゾーン
収入
設置許可施設に

よる事業収入（※1）

自動販売機設置による
収入

○○収入

収　　　　入　　　　計（ａ）

支出
指定管理業務の
科目に準じて記載

支　　　　出　 　　計（ｂ）

収支差（ｃ）＝（ａ）－（ｂ）

村里・里山と野辺・水辺の森ゾーン・
駐車場
収入
設置許可施設に

よる事業収入（※1）

自動販売機設置による
収入

○○収入

収　　　　入　　　　計（ｄ）

支出
指定管理業務の
科目に準じて記載

支　　　　出　 　　計（ｅ）

村里・里山と野辺・水辺の森ゾーン・駐車場（ｆ）＝（ｄ）－（ｅ）

合計
収入　（ｇ）＝（ａ）＋（ｄ）

支出　（ｈ）＝（ｂ）＋（ｅ）

収支差（ｉ）＝（ｇ）－（ｈ）

【指定管理業務　＋　自主事業】
ハイウェイオアシスゾーン　合計
収入　（Ａ）＋（ａ）

支出　（Ｂ）＋（ｂ）

収支差（Ｃ）＋（ｃ）

　　　村里・里山と野辺・水辺の森ゾーン・駐車場　合計
収入　（Ｄ）＋（ｄ）

支出　（Ｅ）＋（ｅ）

収支差（Ｆ）＋（ｆ）

合　計

収入　（Ｇ）＋（ｇ）

支出　（Ｈ）＋（ｈ）

収支差（Ｉ）＋（ｉ）（※6）

※6収支差（Ｉ）＋（ｉ）は、０以上になるよう作成してください。


申請団体名：

６　組織・体制について

(１)　運営組織の構成と考え方

	※　審査基準中の審査項目「組織・体制」に示す審査の観点にかんがみ、平成記念公園の運営組織及び誘客促進を図るための体制の考え方について記載してください。
※　当該運営組織の構成は、組織図により示すこととし、主な業務内容、責任体制及び人数についても併せて記載してください。役職等の名称は人員配置計画書の記載と一致させてください。
※　「県内（地域住民）からの雇用」についての考え方及び方策については、「９地域連携」で記載してください。
（１）運営組織体制の考え方（組織図）
（２）労働法令の遵守や雇用・労働条件についての考え方
（３）施設を現在管理している従業員の雇用についての考え方
（４）障がい者や高齢者の雇用についての考え方


申請団体名：

(２)　人員配置計画書

	※　仕様書を確認し、平成記念公園の管理運営業務（第三者への委託を予定している業務を含みます。）に従事するすべての者に係る人員配置計画を示してください。
※　本表とは別に管理運営に係る勤務シフトローテーション表（標準１月：Ａ４版、様式任意）の案を提出してください。
役職等

（※1）
担当業務
能力、資格、実務経験年数等
（※2）
雇用形態（※3）
従業員

の年齢層

（※4）
週当たり
勤務時間
適　要
（※5）
正規

パート

委託

その他

（具体的に記載）
※1　役職等については、公園を管理運営するうえで必要と考える役職を記載してください。ただし、所長、総括責任者、企画運営業務責任者、施設・設備管理業務責任者、銭湯管理業務責任者、植物管理業務責任者、地域連携業務責任者については、必ずその旨を記載してください。なお、所長は総括責任者と総務管理業務責任者を兼務することができます。また、地域連携業務責任者は専任としてください。（６（１）記載の「組織図」と名称を対応させてください。）
※2　能力、資格、実務経験年数等は、実際に配置する予定従業員を想定のうえ記載してください。なお、公園管理運営士、イベントコーディネーター、造園施工管理技士、一級建築士、危険物取扱者、防火管理者、一級ボイラー技士、酒類販売管理者、食品衛生管理者、調理師、動物取扱責任者等の資格を保有する場合は、その旨を記載してください。
※3　従業員の雇用形態は、実際に勤務する従業員を想定して、該当する欄に○印を記載してください。
　 正規とは、週４０時間程度勤務し、複数年にわたり雇用する従業員とします。パートは、非常勤で臨時に契約する従業員（アルバイト含む。）とします。
※4　職員の年齢層は、２０代、３０代等の目安で結構ですので記載してください。
※5　摘要欄には、その他参考となる事項を適宜記載してください。


申請団体名：

７　危機管理について

	※　審査基準中の審査項目「危機管理」に示す審査の観点にかんがみ、平成記念公園の管理運営に係る危機管理の考え方及び具体的な方策について記載してください。なお、保険の加入については、当該保険の種類、補償金額、条件等を明示してください。

（１）利用者の安全確保対策について
（２）事故・災害発生時の対応について
（３）保険の加入計画について
（４）個人情報保護・情報管理に関する考え方


申請団体名：

８　経営基盤について

	※　審査基準中の審査項目「経営基盤」に示す審査の観点にかんがみ、申請団体の経営基盤について具体的に記載してください。また、指定管理業務及び自主事業において損失を計上した場合の対応についても、併せて記載してください。
（１）申請団体の財務状況について
（２）金融機関等の支援体制について
（３）損失を計上した場合の対応について


申請団体名：

９　地域連携について
	※　審査基準中の審査項目「地域連携」に示す審査の観点にかんがみ、申請団体が平成記念公園の管理運営を行うに当たっての地域とのかかわり方について記載してください。
（１）地域連携について
基本的な考え方、具体的な方策について記載してください。
　　　下表についても併せて記載してください。
　　　
地域連携事業名

連携先団体の名称、所在地
及び連絡先（※１）
備考（協議状況）（※２）
　　　（※１）県が協議状況を確認することがあるため、もれなく記載してください。
（※２）協議状況については、連携先団体との協議内容（進捗状況を含みます。）の概要を記載してください。

　　　
（２）「県産品（地元特産品）等の優先的な活用」について
基本的な考え方、具体的な方策について記載してください。

（３）「県内企業（地元企業）の優先的な活用」について
基本的な考え方、具体的な方策について記載してください。

（４）「県内（地域住民）からの雇用」について

基本的な考え方、具体的な方策について記載してください。

（５）ボランティア団体との取り組みについて

基本的な考え方、具体的な方策について記載してください。




備考　１　記載欄が不足するときは、様式について所要の調整を行ってください。

２　必要に応じ、任意の別紙を追加することも認められます。


